
 

 - 1 -   

第 94 回国際大会報告書 

（米国・シアトル 2011 年 7 月 4 日－7月 8日） 

 

I． 国際役員の選出 

 7 月 8日ワシントン・ステート・コンベンション・センターで行われた投票で、本年

度国際役員が別紙１の通り選出されました。 

 国際第二副会長には、オーストラリアの Barry J. Palmer 元国際理事(201Ｎ５地

区・Hornsby LC）が選ばれ、東洋東南アジア地域からの国際理事として、日本か

ら高田 順一元協議会議長（33４-Ｄ地区・ 富山昭和 LC）、秦 従道元地区ガバ

ナー（332-Ｃ地区・ 仙台コア LC）、タイから Pongsak “PK” Kedsawadevong 元協

議会議長（310 Ｄ地区・Phetchaburi LC）が選出されました。 

注 また、大会直後の国際理事会にて、東洋東南アジア地域から山田實紘元国際

理事（日本、334-B 地区・美濃加茂ＬＣ）、Paul Fan 元国際理事（中国・香港、303

地区）、Alice Lau 元地区ガバナー（中国・広東、381 地区）が国際理事会アポイン

ティとして任命されました。 

II． 2011-2012 年度国際理事会委員会 
 日本の 3名の国際理事の所属委員会は次の通り。 

山浦 晟暉 国際理事 LCIF 執行委員会（副委員長） 

奉仕事業委員会（副委員長） 

高田 順一 国際理事 会員増強委員会 

 

秦 従道 国際理事 LCIF 執行委員会(会計) 

大会委員会 

 

III． 国際会則の改正 
 7 月 8 日ワシントン・ステート・コンベンション・センターで行われた投票により、

上程された 2項目の改正案が可決されました。（別紙２） 

 

IV． 新国際会長の就任 
 7月8日の閉会式でDr. ウィンクン・タム新国際会長の就任式が行われました。

新国際会長の略歴は別紙 3 の通りです。カラー顔写真は国際協会 HP（日本語

版）からダウンロードしてください。 

 

ダウンロード先： 

 http://www.lionsclubs.org/common/images/page-images/tam_big.jpg 

 

 なお、閉会式当日の就任演説内容は発表されておりません。 

2011-2012 年度国際プログラムは『I Believe～信じる』です。同プログラムについ
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ては以下の URL をご確認ください。 

 

URL：  

http://www.lionsclubs.org/JA/member-center/membership-and-new

-clubs/global-membership-team/presidents-theme/index.php 

 

V． 国際コンテスト 
 国際大会の際に行われた各種国際コンテスト（バナー、ピン、ニュースレター、

ウェブサイト）、パレード、希望の光アワード、環境写真コンテストについて日本か

らの入賞は次の通りです。 

・＜2011 国際コンテスト＞ 

 フレンドシップ・バナー（クラブレベル） 

佳作： 日本 海部
あ ま

ＬＣ 334-Ａ地区  

・＜国際パレード＞ 

 第一部門コンテスト（ユニフォーム着用の代表団）  

１位： 日本 MD330‐MD337 

 

 なお、日本からのエントリーはありませんでしたが、国際青少年音楽コ

ンクールの最終選考での入賞者は以下の通りです。 

＜国際青少年音楽コンクール＞ 

１位： Daniel Nistico（オーストラリア） 

２位： Lazhar Cherouana（フランス）  

３位： Aldo Bontá（チリ） 

 

VI． 表彰 
（1）． ライオンズ人道主義大賞（Humanitarian Award） 

 国際救援団体「サマリタンズ・パース」の総裁・最高責任者フランクリン・

グラハム氏が、長年にわたり戦争や貧困、自然災害から人々を助けるた

めの活動を行い、東日本大震災を含む近年の大災害についても被災者

支援に取り組んでいる功績により、7 月 6 日の開会式で人道主義大賞を

受賞し、LCIF から副賞の 20 万ドルが贈呈されました。グラハム氏につい

ては以下のＵＲＬをご参照ください。 

 

URL： http://www.samaritanspurse.org/ 

 

（2）． ＬＣＩＦ 

 7 月 6 日に行われたMJF 昼食会にて次の通りの表彰がありました。 

☆ 日本の新たな 100％MJF クラブ 

東京代々木ＬＣ （330-Ａ地区） 

東京豊島ＬＣ （330-Ａ地区） 
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東京豊新ＬＣ （330-Ａ地区） 

小田原ＬＣ （330-Ｂ地区） 

美唄ＬＣ （331-Ａ地区） 

郡山ＬＣ （332-Ｄ地区） 

尼崎サウスＬＣ （335-Ａ地区） 

大阪ＬＣ （335-Ｂ地区） 

大阪新大阪ＬＣ （335-Ｂ地区） 

大阪いとはんＬＣ （335-Ｂ地区） 

京都天神川ＬＣ （335-Ｃ地区） 

姫路中央ＬＣ （335-Ｄ地区） 

福岡赤坂ＬＣ （337-Ａ地区） 

福岡黒田ＬＣ （337-Ａ地区） 

佐世保ＬＣ （337-Ｃ地区） 

 

☆ 日本の 200％MJF クラブ 

札幌アカシヤＬＣ （331-A 地区） 

 

☆ Humanitarian Partnership  

有野 勇 （335-Ｄ地区・三木中央ＬＣ） 

西川 義規 （335-Ｄ地区・姫路白鷺 LC） 

不老 安正 （337-Ａ地区・太宰府ＬＣ） 

 

（3）． 国際平和ポスター・コンテスト 

 2010-2011 年度国際平和ポスター・コンテスト大賞は、Raj Phairembam

さん（Moirang LC スポンサー・インド）が受賞されました。 

 

VII． 基調講演 
 7 月 8 日閉会式でコンドリーザ・ライス元米国務長官が基調講演を行いました。

ライス氏については以下の URL をご確認ください。 

URL：  

http://www.lionsclubs.org/JA/news-and-events/international-c

onvention/why-attend/convention-speakers.php 

 

VIII． 参加代議員及び補欠数(7 月 8 日閉会式発表) 
 

 代 議 員 補  欠 合   計 

全世界 3,873 名 176 名 4,049 名 

日本 423 名 5 名 428 名 

 

IX． シアトル国際大会の大会登録者数 
 大会登録者数については現時点ではＬＣＩからの公式発表はありませんが、例
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年秋季国際理事会において公式に発表される予定です。日本の大会登録者数

は事前の国際大会委員長連絡会議およびパレード参加者数から 1,100 名前後

とのことです。 

 

X．  今後の国際大会の日程と開催地 
<第 95 回> 2012 年 6 月 22～26 日 韓国・釜山 

<第 96 回> 2013 年 7 月 5～9 日 ドイツ・ハンブルグ 

<第 97 回> 2014 年 7 月 4～8 日 カナダ・トロント 

<第 98 回> 2015 年 6 月 26～30 日 米国・ハワイ州ホノルル 

<第 99 回> 2016 年 6 月 24～28 日 日本・福岡 

<第 100 回> 2017 年 6 月 30 日～7月 4日 米国・イリノイ州シカゴ 

2011 年 7 月 14 日 

日本ライオンズ連絡事務所 

 



 

    

 

2011 年 国際大会選出役員 

国際会長 Dr. Wing-Kun Tam（中国・香港） 
 

国際第一副会長 Wayne A. Madden (米国・インディアナ州） 
 

国際第二副会長 Barry J. Palmer (オーストラリア・ニューサウスウェ
ールズ州) 

国 際 理 事 

インド、南アジア、アフリカおよび中東 

（ 2 名改選） 

Sunil Watawala（スリランカ）    

Dr. Jagdish Gulati（インド）  

カナダ（１名改選） Marvin Chambers（カナダ） 

ヨーロッパ（3 名改選） Joaquim Cardoso Borralho（ポルトガル） 

Klaus Tang（ドイツ） 

Claudette Cornet（フランス） 

東洋東南アジア（3 名改選） 高田
た か た

 順一
じゅんいち

（日本） 

Pongsak ”PK” Kedsawadevong（タイ） 

秦
はた

 従
つ ぐ

道
みち

（日本） 

南アメリカ、中央アメリカ、メキシコ 

およびカリブ海諸島（1 名改選） 

Carlos A. Valencia（ベネズエラ） 
 

アメリカ合衆国およびその領域、 

バーミューダおよびバハマ 

（7 名改選） 

Joe Al Picone(米国・テキサス州) 

Dave Hajny(米国・モンタナ州) 

Mark Hintzmann(米国・ウィスコンシン州) 

Alan T. “Ted” Reiver(米国・デラウェア州) 

Carolyn A. Messier(米国・コネティカット州) 

Bob Corlew（米国・テネシー州） 

Brian E. Sheehan（米国・ミネソタ州） 
 

別紙１ 



公式通達
2011年国際大会 米国ワシントン州シアトル

以下の国際付則改正案が 2011年国際大会において提出され、代議員の票決を受けます。
本改正案の可決には過半数の賛成投票が必要です。

第1項: 国際会費を2012～2013年度より2年間かけて段階的に増
額すると共に、会費に関する条文を簡略化する決議案。
少額の会費増額を段階的に行うことで、協会は既存のプロ
グラムやサービスを通して間断なく会員へのサービス提供
を継続しつつ、今後の新たな取り組みに投資することがで
きる。国際理事会は、全会一致で下記の決議案の可決を提
言している。

下記の決議案を承認すべきか？

2012年7月1日より、国際付則第12条2項の既存の文言を全文
削除し、以下と差し替える。

2項 会費。

(a) 半期分国際会費として米ドルによる20ドル50セン
ト（US$20.50）が、6月と12月の会員報告書に示される
各クラブの会員数に基づいてクラブの各会員に課さ
れ、各クラブは国際理事会が定める通りにこれを国際
本部に支払うものとする。ただし、本項(b)および(c)
に規定される場合を除く。

(b) 国際理事会が承認した家族会員プログラムに対し
ては、下記の会費が適用される。

(1) 家族員1人目の会員は、上記の(a)で規定さ
れる金額を半期分国際会費として支払う。

(2) 有資格の家族員2人目以降の会員（1世帯につ
き、有資格者を4人まで追加可能）は、上記(b)
(1)で規定される家族員1人目の会員が支払う合計
額の2分の1に相当する金額を半期分国際会費とし
て支払う。

(c) 国際理事会が承認した学生会員プログラムにおい
て、その適用対象となる学生会員は、上記(a)で規定さ
れる会費合計額の2分の1に相当する金額を半期分国際
会費として支払う。

(d) ライオンズクラブは、スポンサーしている各レオ
クラブにつき、国際理事会が定める額による年間納入
金を、国際理事会が定める時期に支払わなければなら
ない。

さらに、2013年7月1日より国際付則第12条2項(a)を改正し、
同項内の「20ドル50セント（US$20.50）」との語句を削除
し、「21ドル50セント（US$21.50）」との語句に差し替え
る。

第2項: 地区ガバナー、第一副地区ガバナー、および第二副地区
ガバナーの任務を改訂し、グローバル会員増強チームおよび
グローバル指導力育成チームに関する責任を含むものとする
決議案。

下記の決議案を承認すべきか？

国際付則第10条2項(a)(2)および2項(a)(3)の既存の文言を
全文削除し、以下と差し替える。

(2) 地区レベルのグローバル会員増強チームを監督す
ると共に、他の地区役員に対し、会員増強及び新クラ
ブ結成を積極的に支援するよう働きかける。

(3) 地区レベルのグローバル指導力育成チームを監督
すると共に、他の地区役員に対し、クラブ及び地区レ
ベルにおける指導力育成を積極的に支援するよう働き
かける。

さらに、国際付則第10条2項(b)(2)の既存の文言を全文削除
し、以下の文言と差し替える。

(2) 地区ガバナー・チームにおけるグローバル会員増
強チームとの主要連絡役を務め、地区における会員増
強、新クラブ結成、ならびに既存クラブの成功を図る
積極的役割を担う。

さらに、国際付則第10条2項(b)に以下の文言を新たな2項(b)
(3)として加え、残る条文の番号を適宜変更する。

(3) 地区ガバナー、第二副地区ガバナー、およびグロ
ーバル指導力育成チームと協力し、地区全体の指導力
育成計画を策定及び実施する。

さらに、国際付則第10条2項(c)(2)および2項(c)(3)の既存
の文言を全文削除し、以下の文言と差し替える。

(2) 地区ガバナー・チームにおけるグローバル指導力
育成チームとの主要連絡役を務め、効果的な指導力育
成の実施及び促進において、自ら積極的に参加すると
同時に他の地区役員に働きかける。

(3) 地区ガバナー、第一副地区ガバナー、およびグロ
ーバル会員増強チームと協力し、地区全体の会員増強
計画を策定及び実施する。

さらに、国際付則第10条2項(c)に以下の文言を新たな2項(c)
(4)として加え、残る条文の番号を適宜変更する。

(4) 地区ガバナーから割当てられる任務を果たす。
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